
学校長のあいさつ

平成２１年４月１日に小平市より市内で３番目となるコミュニティ・スクールに指

定していただきました。そして、学校経営協議会の皆様と一緒に教育改革を行って参

りました。特に、「人とかかわりあい、互いに学び合う子ども」を育成するために、地

域参画型の授業づくりを行ってきました。ご協力いただいた保護者や地域の皆様のご

支援のおかげで、子どもたちの学力はさらに向上しました。また、授業に入られたゲ

ストティチャーの皆様から、「子どもたちが上手に発表できますね。」などと、ほめら

れることが多くなりました。とても嬉しいことです。今年度も、「子どもの笑顔が輝く

学校」を学校経営方針の柱にして、取り組んで参ります。

子どもたちの笑顔が輝く学校

― 130 周年の伝統と誇りを生かして ―

（１）学校の伝統と誇り

家庭・地域から信頼される学校

① 子どもが伸びる教育活動をつくる。

② 情熱と力のある教職員を育成する。

（２）家庭の伝統と誇り

心やさしい子どもを育て、子どもが安心して過ごせる家庭

① 家庭のしつけを土台として、集団生活のルールとマナーを身につけさせ

る。

② 子どもの生活リズム「早寝、早起き、朝ご飯」を定着させる。

（３）地域の伝統と誇り

学校を愛し育てる地域

① 教材と人材の宝庫である地域の活用を図る。

② 地域全体で、家庭教育を支援する。

今年は創立１３０周年を迎えました。１３０年、言葉で言えば一言で終わりますが、

素晴らしいことです。学校に対する地域や同窓会の皆様の想いも、計り知れないもの

があります。家庭・学校・地域がもっている伝統と誇りを、子どもたちに伝えていき

たいと考えています。また、コミュニティ・スクールのよさを活用して、子どもたち

一人一人に「将来幸福に生きることができる力」を身につけさせたいと決意していま

す。

５月１９日（水）には１３０周年記念児童集会を、６月２６日（土）には記念式典

を行います。また、今年度行われるすべての学校行事を、１３０周年記念として取り

組んでいきます。皆様のご理解とご協力をよろしくお願いいたします。


